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(14) トドの 、 ンラミ とり 
鳩 、 沢 ふじの ( ワテケ ) 
ペナン ペ ㎝ 上男 ) とパ ナンペ川下男 ) がいました。 あ るとき、 パナ 
ンぺ が浜に下りて 行きますと、 大きなトドがあ がっていました。 そし 
て、 
「トドさん ! シラ ミ をとってあ げますよ ! 」 
と 言いますと、 
「さあ どうぞとっておくれⅡ 
と トドが言いましたから、 私は D シラ ミ をとるふりをしながら、 トド I)P 師㎝ pe パ ナン ベ 
のえり首のところを、 むしゃむしゃ 食べました。 それから、 もうトドが述で を主語とする 始まった話だが、 3人称叙 
沖へ 帰って行く様子なので、 ここから自叙体とな 
る 。 P さ nnanpe ペナン ペ   
が 登場すると再び 3人 
「とっとと行け 、 くぴ も け やろう ! 」 称 叙述作にもどる。 
と 言いました。 もうトドは 沖へ 向かって行きましたので、 そのあ と
から私がそ う青 いますと、 トドが言いますには、 
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「「早くお行きなさい、 トドちゃんⅡと 言ったのですよⅡ 
と 言いますと、 トドは 
「耳が遠いわけじやないんだぞⅡ 
と言いながら、 おこって、 すっとんで来て 、 浜に上がって 来まし 
たし O 
それから、 私は逃げて行き、 トドはあ とからどんどん 追いかけて来 
ましたが、 ずうっと m 奥まで行きますと、 ホ の枝の上にカラスが 一羽と 
まっていて、 
「せまい谷から、 広い谷から、 カァニカァ Ⅰせまい谷から、 
カァ Ⅰ カァ Ⅰ広い谷から 0 」 
と 鳴いていました。 
そこで私は 
「せまい谷から 逃げるほうがいいだろう 目 
と 思いましたので、 そのせまい谷をさかのぼって 逃げました。 する 
とあ とからトドが 追いかけて来ましたが、 その谷はせまいものですか 
ら、 体がつかえてひっかかって、 私のあ とに続いて来ることができませ 
ん。 それで、 私はそこまで 下って行って、 トドをぶん な ぐって殺して、 
それからその 肉を家へ何回にも 分けて運んで、 それで裕福になっていき 
ました。 
そうしていたところ、 あ る日、 ペナン ぺ が川上の家からやって 来 
て、 言いますには、 
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とパ ナン ぺ が言いますと、 
「おれが先に 聞いたんだⅡ 
と言いながら、 片足をあ げて戸口の横にシャッ と オシッコをひっかけ 
て、 それから、 ずうっと パナンぺは浜に 下りていきました。 
すると、 やっぱりまた、 トドが浜にあ がっていました。 そこで 
「シラ ミ をとってあ げますよ、 トドさんⅡ 
と言いますと、 
「さあ 早くとっておくれ ! 」
と言います。 そこで、 それから、 ペナンべは、 トドのシラ ミ をとり 
ながら、 そのえり首のところを、 ムシャムシャ 食べながら、 シラ ミ な と 
るふりをしていました。 それから、 トドは 沖へもどって行きました。 
そこで、 
「とっとと行け 、 くび も け やろうⅡ 
とぺ ナン ぺ が言いました。 すると、 
「 え、 何だって ? 」
とトドが言いますので、 
岡 早くお行きなさい、 トド ち やんⅡと言ったのですよ 口 
と 言いますと、 トドは 
「耳が遠いわけじゃないしだ ぞ Ⅱ 
と言いながら、 おこって、 すっとんで来て、 浜にあ がって来ました 
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すると、 ずうっと山奥に 、 ホ の枝の上にカラスが 一羽とまつて、 
「 カァ Ⅰ カ ァ - 、 せまい谷から、 カァニカァ Ⅰ広い谷から。 」 
と鳴いていましたので、 ペナン ぺ が思うには、 
「広い谷から 逃げれば、 広くて速く逃げられるぞⅡ 
とぺ ナンぺは思いましたので、 広い谷から ぺ ナンぺは逃げました。 
すると、 どこまでもトドは 追いかけることができたものですから、 
ペナン ぺ に追いついて、 ペナン ぺ は、 ぶっ殺されて、 ひどい死に方で 死
んでしまいました。 
ペナンぺは死んでしまったのですから、 今いる ぺ ナン ぺ たちは、 ひ 
とまねをするのではあ りません ょ ! 
という、 ペナン ぺ の昔話を 、 私はお話ししたのですよ。 
このような昔話をおじいさんなばあ さんたちは語ったのでしたよ。 
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